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本
書
は
、
現
在
ミ
ネ
ソ
タ
大
間
半
で
明
代
史
の
研
究
に
鋭
わ
る
若
者
が
、
十
徐

年
の
歳
月
を
費
し
、
こ
の
ほ
ど
翠
位
論
文
と
し
て
上
梓
し
た
も
の
で
あ
る
。
木

研
究
の
特
徴
は
、
明
朝
初
期
の
枇
舎
を
著
者
濁
自
の
槻
貼
で
偲
系
化
し
た
こ
と

に
あ
り
、
そ
の
場
合
、
中
心
テ
1
7
に
据
え
ら
れ
た
の
が
、
標
題
に
い
う
「
雨

京
制
度
」
で
あ
っ
た
。
著
者
の
主
張
が
充
分
に
讃
者
を
納
得
さ
せ
る
か
否
か
は

お
き
、
現
在
明
初
の
枇
曾
を
総
合
的
に
把
揮
し
た
専
若
が
な
い
だ
け
に
、
債
値

あ
る
針
作
だ
と
い
え
よ
う
。

と
り
あ
え
ず
、
書
評
を
加
え
る
前
に
、

本
書
の
目
次
を
示
し
て
お
き
た
い
。
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目
次
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
木
書
は
大
き
く
三
つ
に
百四
分
で
き
る
。
つ
ま

り
、
第
一
章
を
導
論
と
し
て
別
個
に
濁
立
さ
せ
た
後
、
第
二
章
か
ら
第
四
章
ま

で
を
、
初
期
明
王
朝
の
通
史
的
な
説
明
に
笛
て
、第
五
章
か
ら
第
七
章
ま
で
は
、

「首
都
」
そ
の
も
の
を
構
造
的
に
捉
え
て
、
明
朝
濁
特
の
雨
京
(北
京
と
南
京
)

制
度
の
生
ま
れ
る
べ
き
背
景
と
、
そ
れ
が
果
た
し
た
役
割
に
つ

い
て
述
べ
て
い

る
。
い
わ
ば
導
論
を
除
い
た
前
中
十
を
縦
の
線
と
す
る
と
、
後
半
は
そ
れ
に
直
交

す
る
重
層
的
な
水
卒
面
と
し
て
描
か
れ
、
雨
者
を
相
閥
的
に
針
隠
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ

て、

明
初
の
祉
曾
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
般
に
「
明
初
」

と
い
う
概
念
は
、
特
別
の
断
り
が
な
け
れ
ば
、
洪
武
朝
か

ら
氷
幾
朝
末
ま
で
を
、
漠
然
と
指
す
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
政
治
史
に
限



定
し
て
い
え
ば
、
意
識
す
る
し
な
い
に
拘
わ
ら
ず
、
人
は
そ
の
時
期
を
更
に
三

つ
に
区
分
し
て
考
え
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
明
初
の

一
駐
曾
は
、
四
つ
の
エ
ポ
ッ
ク
を
劉
す
る
事
件
と
、
そ
の
聞
に
挟
ま
れ
た
三
つ
の

時
期
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
つ
の
事
件
と
は
、
第
一
に
明
王
朝
の

創
設
(
一
三
六
八〉
、
第
二
に
胡
惟

庸
の
獄
(
一
三
八

O
)
と
そ
れ
に
伴
う
制
度
撃
半
、
第
三
に
堵
難
の
幾
(
一
三

九
八
l
一
四

O
二
)
、
第
四
に
永
幾
朝
の
北
京
遜
都
(
一
四
二
乙

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
件
の
後
生
は
、
す
べ
て
そ
れ
ら
が
生
ま
れ
る
べ
き
吐
曾
欣
勢
の
成

熟
に
起
因
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
四
つ
の
事
件
に
挟
ま
れ
た
三
つ
の
時
期

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
濁
自
の
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、

各
時
期
の
枇
曾
組
織
が
行
き

詰
ま
っ
た
段
階
で
、
一
つ
の
事
件
が
勃
愛
し
て
次
の
時
期
に
移
行
す
る
。
時
代

の
推
移
と
は
、
も
と
も
と
そ
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
が
、
明
初
の
枇
禽
に
あ
っ
て

は
、
そ
れ
が
端
的
に
闘
式
化
で
き
る
の
で
あ
る
。
著
者
が
本
書
で
構
成
し
た
第

二
章
・
第
三
章

・
第
四
章
こ
そ
、
こ
の
三
つ
の
時
期
に
該
笛
す
る
。
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明
初
の
祉
舎
を
考
察
す
る
上
で
の
糸
口
と
し
て
、
著
者
は
第
一

章
で、

ま
ず

「
首
都
」
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
首
都
こ
そ
帝
園
の
中
核
を
な
す
も
の

で
あ
り
、
そ
の
位
置
次
第
で
政
治
・
経
済
組
織
は
大
き
な
影
響
を
受
け
る
、
と

い
う
見
通
し
を
持
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
更
に
こ
の

理
解
を
容
易
に
す
る
た
め

に
、
園
家
(
皇
帝
〉
が
調
う
べ
き
基
本
的
な
機
能
と
し
て
、
次
の
三
貼
を
提

示
す
る
。
第
一
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
。
第
二
に
軍
事
至
上
槍

玄

E
Zミ

E
官
。
自
営
、

第
三
に
財
源
コ
ン

ト
ロ
ー
ル

河
2
0
5
2
2三『
o-

で
あ
る
。

-t

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
は
、
透
一
環
の
安
全
を
軍
事
力
に
よ

っ
て
保
障
す
る
と
と
も
に
、
異
民
族
と
の
相
互
作
用
、
つ
ま
り

「
馬
市
」

「
朝

貢
制
度
」
等
の
経
済
的
・
文
化
的
接
鮒
の
監
督
を
行
う
も
の
だ
と
さ
れ
る
。

「
軍
事
至
上
権
」
と
は
、
軍
事
織
が
最
終
的
に
は
皇
帝
個
人
に
撮
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
り
、
軍
事
力
の
分
裂
を
許
さ
な
い
意
味
で
、
帝
園
の
力
を
維
持
す

る
た
め
の
本
質
的
な
機
能
だ
と
い
う。

「
財
源
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
」
と
は
、
明
朝
笛
局
に
よ
る
財
源
の
流
通
、
そ
の
方

向
性
の
決
定
で
あ
る
。

財
源
と
は
、

貨
幣
・
食
料

・
生
原
料

・
手
工
業
品

・
労

働
力
・
軍
事
力
等
だ
が
、
中
で
も
江
南
の
経
済
力
の
操
作
こ
そ
、

著
者
に
と

っ

て
第
一

義
的
な
閥
心
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
三
つ
の
機
能
を
想
定
し
た
理
由
と
し
て
、
著
者
は
中
園
に
射
す
る
北
方

民
族
の
脅
威
を
摩
げ
て
い
る
。

不
断
の
北
方
か
ら
の
俊
攻
に
劉
抗
す
る
た
め
、

北
迭
に
は
常
に
強
大
な
軍
事
力
を
保
持
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
。

換
言
す
れ
ば
、
こ
の
脅
威
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
園
家
は
絶
え
ず
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
問
題
を
、

念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
江
南
か
ら
興
っ
て
南
京
に
都
を
置
い
た
明
朝
に
と
っ
て
、
防
衛

の
た
め
の
強
大
な
軍
事
力
を
、

皇
帝
か
ら
か
け
離
れ
た
魔
に
存
在
さ
せ
る
こ
と

は
、
圏
内
に
軍
事
権
の
分
立
を
生
み
出
し
、

皇
帝
の
軍
事
至
上
檎
を
脅
か
す
恐

れ
が
あ
っ
た
。
従
っ

て
、
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
と
軍
事
至
上
権
を

合
致
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
皇
帝
自
身
が
北
の
地
に
移
る
必
要
が
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

逆
に
首
都
が
北
に
移
る
と
、
財
源
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
立
場
で
言
え
ば
、
首
都

は
最
大
の
消
費
地
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
需
要
を
満
た
す
た
め
に
、
新
た
に
生
産

地
帯
の
江
南
か
ら
大
運
河
を
開
撃
し
て
、

生
産
地
帯
と
消
費
地
帯
を
直
結
さ
せ

る
必
要
を
生
み
出
し
た
。
つ
ま
り
、
財
源
を
北
に
集
中
さ
せ
る
健
制
に
、
勝
換

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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著
者
に
よ
る
と
明
初
の
枇
曾
は
、
ま
ず
北
方
防
術
と
い
う
問
題
が
大
前
提
と

な
り
、
そ
れ
に
削
到
底
す
る
に
は
、
先
の
三
つ
の
機
能
が
働
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
ま
た
、

首
都
の
位
置
に
深
く
か
か
わ
り
あ
い
を
持
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
最
初
に
提
示
し
た
三
つ

の
時
期
も
、
著
者
は
首
都
の
位

置
と
こ
れ
ら
の
機
能
と
の
調
整
で
特
徴
つ
け
て
い
る
。

例
え
ば
第
二
章
で
い
う
「
創
設
期
」
に
は、

南
京
に
都
が
置
か
れ
て
い
た
た

め
、
い
わ
ば
南
か
ら
全
中
闘
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
限
り
で
、
北
方

の
軍
事
的
分
立
を
内
包
す
る
不
安
定
な
健
制
を
取
っ
て
い
た
。
も

っ
と
も
明
朝

笛
局
と
し
て
も
、
最
初
は
北
へ
の
濯
都
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
、

洪
武
元
年

(
二
ニ
六
八
)
に
開
封
を
北
京
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
三
年
に
鳳
陽
を
中
都
と

し
て
、
少
し
で
も
北
に
近
づ
こ
う
と
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
る
。
た
だ
最
終
的

に
は
、
雨
池
へ
の
遜
都
は
断
念
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
統
一

直
後
の
経
済
事

情
が
許
さ
な
い
た
め
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
著
者
の
論
旨
で
は
、
北
都
の
放
棄
に

よ
っ
て
や
む
な
く
南
京
集
都
に
落
ち
着
い
た
と
さ
れ、

結
局
こ
れ
以
後
の
政
策

は、

南
京
数
都
を
組
制
則
前
提
と
し
て
展
開
し
た
と
い
う
立
場
を
と
る。

こ
の
前
提
を
受
け
た
第
三
章
「
不
安
定
期
」
は
、
「
創
設
期
」
の
修
整

・
調

節
の
時
期
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
一

連
の
改
革
に
焦
貼
が
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
特

に
そ
れ
ら
の
改
革
は
、
「
皇
室
の
維
持
」
と
い
う
問
題
に
結
び
つ
け
ら
れ
、

皇

帝
を
頂
貼
と
す
る
皇
室
と
、
初
期
明
王
朝
の
支
配
層
で
あ
る

「
開
閣
の
功
臣」

「官
僚
」
と
の
三
者
聞
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
明
確
化
こ
そ
が
、
こ
の

「
不
安
定

期
」
を
も
た
ら
し
た
要
因
だ
っ
た
と
説
明
さ
れ
る
。

つ
ま
り
著
者
に
よ
る
と
、
こ
の
明
確
化
の
過
程
に
は
、
皇
帝
織
に
針
す
る
三

種
類
の
挑
戦
が
絡
み
あ
っ
て
い
た
と
い
う
。
第

一
の
挑
戦
は
願
在
化
は
し
な
か

っ
た
が
、
軍
事
面
に
お
け
る
上
級
将
軍
(
開
図
の
功
臣
)
と
官
僚
機
構
の
面
で

の
宰
相
(
胡
惟
賭
)
か
ら
起
こ
っ
た
。
こ
れ
に
針
し
て
、
洪
武
帝
は

「
胡
惟
庸

の
獄
」

を
始
め
と
す
る
諸
大
獄
に
よ
っ
て
、
功
臣

・
官
僚
を
徹
底
的
に
粛
清

し
、
ま
た
政
府
機
構
で
は
、
宰
相
を
駿
止
し
て
六
部
を
皇
帝
に
直
属
さ
せ
、
権

力
の
分
散
を
行
う
な
ど、

皇
帝
楢
の
紹
刑
判
化
を
闘
る
た
め
に
強
行
的
な
由
拘
置
を

取

っ
た
。
彼
の
解
決
策
は
、
自
ら
の
血
縁
で
あ
る
皇
室
の
構
成
員
|
皇
帝
と
諸

王
(
皇
子
)
|
に
謝
し
て
、
よ
り
幅
賢
い
役
割
を
輿
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

特
に
諸
王
の
役
割
は
、
第
二
の
挑
戦
で
あ
る
モ
ン

ゴ
ル
勢
力
の
反
抗
に
出
遇

っ
た
時
に

一
層
強
化
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、

今
ま
で
の
上
級
将
軍
に
代
わ

っ
て
軍

事
機
が
付
輿
さ
れ
、
帝
園
の
藩
屍
と
し
て
賓
際
に
活
動
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
北
迭
の
諸
王
遠
の
軍
事
的
役
割
が
増
大
す
る
と
、

今
度
は
帝
位

に
射
す
る
第
一
一
一
の
挑
戦
が
彼
ら
の
中
か
ら
起
こ

っ
た
。
つ
ま
り、

洪
武
帝
の
死

後
、
帝
位
を
縫
い
だ
孫
の
建
文
帝
に
と
っ

て
、
諸
王
は
叔
父
で
あ
り
、

強
大
化

し
た
軍
事
力
は
大
き
な
脅
威
で
あ
っ
た
。
南
京
に
い
て
皇
帝
の
軍
事
至
上
権
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
彼
ら
の
檎
限
を
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
や
が
て
は
諸
王
の
「
削
藩
」
と
い
う
形
を
と
る
の
だ
が
、
南
京
政

府
の
こ
の
槌
世
に
劃
し
て
、
地
の
利
と
資
質
に
惑
ま
れ
、

骨
園
時
生
存
し
て
い
る

諸
王
の
中
で
は
最
年
長
の
燕
王

(
後
の
成
組
永
幾
帝
)
が
反
旗
を
翻
し
、
逆
に

勝
利
を
収
め
る
こ
と
に
な
る
。
(靖
難
の
鑓
)
こ
の
こ
と
は
、
洪
武
帝
が
樹
立

し
た
値
制
、
却
ち
南
京
に
政
治
的
中
心
を
置
い
て
全
中
図
を
支
配
す
る
健
制

が
、
内
部
崩
壊
し
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

従
っ
て
第
四
章
「
明
朝
槌
力
の
強
化

・
永
築
時
代
」
は
、
北
京
遷
都
を
中
心

に
論
述
さ
れ
、
こ
の
遜
都
に
よ
っ
て
、

フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
・
コ

ン
ト
ロ

ー
ル
と
軍

事
至
上
櫛
が
統
合
さ
れ
た
こ
と
。
更
に
財
源
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
面
で
は、

運
河

を
閲
加
護
す
る
こ
と
で、

江
南
の
経
済
力
を
北
に
吸
収
す
る
髄
制
を
樹
立
し
た
と

説
明
さ
れ
る
。
い
わ
ば
著
者
が
最
初
に
設
定
し
た
三
つ
の
機
能
の
貼
か
ら
み
れ

ば
、
北
京
遷
都
を
侠
っ

て
始
め
て
完
成
し
た
慢
制
に
な

っ
た
わ
け
で
、

永
幾
朝
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は
明
王
朝
の
新
し
い
出
護
貼
に
な
っ
た
と
結
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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後
宇
部
だ
が
、
ま
ず
第
五
章
「
爾
京
制
度
」
で
は
、
北
京
遷
都
の
時
鮎
で
、

明
朝
嘗
局
、
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
雨
京
を
存
綴
さ
せ
た
か
、
に
つ
い
て
の
説
明

が
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
永
築
元
年
(
一
四

O
一
一
)
に
北
卒
を
北
京
と

し
、
南
京
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
首
都
圏
は
、
北
直
毅
・
南
直
線
と
命
名
さ
れ

た
。
永
築
十
九
年
三
四
二
一
)
の
遜
都
以
後
、
首
都
と
副
都
の
地
位
は
鵜
換

し
た
も
の
の
、
南
京
に
も
省
軍
位
の
地
方
機
関
で
は
な
く
、
六
部
等
の
中
央
機

闘
が
そ
の
ま
ま
置
か
れ
、
直
接
中
央
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
著
者
に
よ

る
と
、
雨
者
が
濯
っ
た
意
味
で
の
重
要
地
貼
だ
っ
た
か
ら
だ
と
さ
れ
る
。
即
ち

北
京
が
軍
事
的
接
鮎
で
あ
っ
た
の
に
射
し
、
南
京
は
江
南
と
い
う
生
産
地
帯
の

ど
岡
県
中
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
。
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
・コ

ン
ト
ロ

ー
ル
と
軍
事
至

上
機
の
一
致
で
、
北
京
が
完
全
な
軍
事
的
援
鮎
と
し
て
作
動
し
た
の
に
針
し
、

南
京
は
江
南
の
経
済
を
支
配
し
、
首
都
北
京
へ
の
食
糧
供
給
を
抱
嘗
し
た
と
説

明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
南
京
の
役
割
を
「
内
部
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

H
2
0
3止
の

g
q乙
と
い
う
言
葉
で
表
し
、
北
京
と
南
京
は
共
生
的
々
日
-

E
2
5
な
形
で
明
帝
園
に
奉
仕
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

次
に
第
六
章
「
北
京
遷
都
と
財
源
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
は
、

、氷
袋
帝
が
北
京
遜

都
を
貫
施
す
る
に
骨
固
た
り
、
財
源
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
面
で
行
っ
た
組
織
化
を
、

具
穂
的
に
三
つ
の
例
を
取
り
上
げ
て
論
述
す
る
。
三
つ
の
例
と
は
、
「
人
的
資

源」

玄

2
宮
司
君

「穀
物
供
給
」

ο
z
z
F
3
q
「
馬
」
で
あ
り
、
こ
の
一一一

者
が
、
北
京
遷
都
に
並
行
し
て
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
ど
の
よ
う
に
組
織

化
・
制
度
化
さ
れ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
説
明
が
費
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
著
者
自
ら
解
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
説
明
は
必
ず
し
も
明
確

か
つ
完
全
な
も
の
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
概
説
的
で
あ
っ
て
、

個
々
の
研
究
で

は
他
に
優
れ
た
業
績
が
い
く
ら
で
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
著
者
が
本
章
で
強

調
し
た
か
っ
た
の
は
、
北
京
へ
の
遜
都
と
モ
ン
ゴ
ル
に
針
す
る
軍
事
行
動
は
、

こ
れ
ら
財
源
の
調
達
量
に
依
存
し
、
ま
た
左
右
さ
れ
た
と
い
う

一
言
な
の
だ
か

ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
七
章
「
権
力
の
中
心
と
し
て
の
首
都
」
で
は
、
明
朝
の
首
都
(
あ
る
い
は

副
都
〉
を
名
稽
(
京
師
、
京
、

都
な
ど
〉
と
機
能
の
雨
面
か
ら
分
類
し
、
明
朝

嘗
局
が
帝
園
を
支
配
す
る
た
め
に
い
か
な
る
工
夫
を
行
っ
た
か
、
と
い
う
貼
を

改
め
て
説
明
す
る
。

例
え
ば
機
能
の
面
で
は、

著
者
は
明
朝
の
副
都
を
二
種
類
に
分
類
し
て
い

る
。
卸
ち
「
補
助
の
都
」

EH--Eミ
2
司
百
二
と
「
名
目
上
あ
る
い
は
擬
似

の
都
」

S
E
E
-
2』
E
2
'
E
Y
E
-
と
に
で
あ
る
。
後
者
は
北
京

(
開
封
)
、

中
都
(安
徽
省
鳳
陽
)
、
興
都
(
湖
北
省
安
陸
)
が
こ
れ
に

笛
た
る
。

北
京
と

中
都
は
、
最
初
は
遷
都
の
目
的
で
命
名
さ
れ
た
の
だ
が
結
局
は
賀
行
さ
れ
ず
、

最
後
は
北
宋
の
葱
都
と
洪
武
帝
の
故
郷
と
い
う
こ
と
だ
け
で
愈
ば
れ
た
。
と
も

に
シ
ン
ボ
リ

ッ
ク
な
債
値
し
か
持
た
ず
、
北
京
の
方
は
洪
武
十

一
年
(
一
一一一七

八
)
に
駿
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
輿
都
は
、
外
藩
か
ら
帝
位
に
印
い
た
嘉

靖
帝
(
在
位

一
五
一一

一
l
一
五
六
六
)
が
、
中
都
の
例
に
倣
っ
て
、
自
分
の
か

つ
て
の
封
地
を
稽
揚
し
て
命
名
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

前
者
の
補
助
の
都
と
し
て
は
、

南
京
と
北
京
ハ
北
卒
)
だ
け
が
該
笛
す
る
。

つ
ま
り
、
永
築
元
年
に
北
卒
が
北
京
と
命
名
さ
れ
て
か
ら
遜
都
ま
で
は
、
北
京

が
補
助
の
都
で
あ
っ
た
の
に
射
し
、

遷
都
以
後
は
南
京
が
補
助
の

都
と
な
っ

た
。
と
も
に
首
都
商

(
直
隷
)
を
支
配
し
、

六
部
等
を
含
む
中
央
機
闘
を
持
っ

て
い
た
。

著
者
が
本
章
で
強
調
す
る
の
は
、
こ
の
補
助
の
都
の
機
能
に

つ
い
て
で
あ
り
、
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特
に
遷
都
以
後
の
欣
況
は
第
五
章
で
述
べ
ら
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
遜
都
以
前

の
雨
者
の
閥
係
に
焦
貼
が
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
永
幾
七
年
(
一

四

O
九
)
に
永
幾
帝
が
第
一
回
北
京
巡
行
を
行
っ

て
以
来
、
市
自
'身
は
む
し
ろ

補
助
の
都
で
あ
る
北
京
の
方
に
多
く
滞
在
し
て
い
た
た
め
、
雨
京
の
閥
係
は
極

め
て
特
異
な
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
と
ら
れ
た
措
置
は
、

皇
帝
の
所
在

地
、
つ
ま
り
北
京
を

「
行
在」

と
し
、

首
都
の
南
京
は
皇
太
子
に
「
監
園
」

さ

せ
た
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ば
皇
帝
が
首
都
を
脱
れ
た
時
に
、
究
極
の
檎
威
は
皇

帝
に
あ
る
こ
と
を
示
す
の
が
行
在
制
度
の
目
的
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
皇
帝

自
ら
北
地
の
軍
隊
を
支
配
し
、
ま
た
同
時
に
従
来
週
り
の
首
都
の
機
能
ば
、
監

園
に
よ
っ
て
巡
鐙
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
雨
京
制
度
」
が
最
も
有
放
的
に
利
用
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
北
京
溢
都
の
過

渡
期
で
あ
り
、
そ
れ
は
行
在
と
院
闘
の
制
度
を
操
作
し
、
二
つ
の
中
心
地
に
皇

帝
と
皇
太
子
を
飽
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

帝
国
の
安
泰
を
維
持
し
た
と
、

著
者
は

結
論
つ
け
て
い
る
。

四

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
明
王
朝
の
創
設
期
か
ら
確
立
期
に
か
け
て
、

首
都

に
硯
黙
を
据
え
て
論
述
さ
れ
た
。
つ
ま
り
「
初
期
明
王
朝
の
濁
特
の
状
況
に
専

念
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
明
朝
の
い
く
つ
か
の
都
の
位
置
づ
け
が
、
全
憶
と
し

て
政
治
組
織
に
ど
の
よ
う
な
闘
係
を
持
っ
て
い
た
か
」
(
頁
一
二
)
と
い
う
こ
と

を
そ
の
主
要
な
研
究
テ
l
マ
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

著
者
の
設
定
し
た
テ
!
?
に
肥
え
る
怒
味
で
、
本
誌
は
そ
れ
な
り
に
成
功
し

た
も
の
だ
と
い
え
る。

図

家

(皇
帝
)
に
探
せ
ら
れ
た
三
つ
の
機
能
を
MV
格
と

し
、
そ
こ
に
多
く
の
肉
付
け
を
し
て
明
初
の
一刑
台
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
そ
の

方
法
は
、
笛
時
の
欣
況
に
つ

い
て
よ
く
理
解
き
せ
て
く
れ
る
。
今
日
で
は
あ
ま

り
に
も
一
般
的
で
、
こ
と
さ
ら
新
し
い
考
え
も
展
開
さ
れ
て
い
な
い
前
学
の
章

が
、
不
思
議
に
説
得
力
を
持
っ
て
前
面
に
現
れ
て
く
る
の
も
、
こ
の
三
つ
の
機

能
が
紹
え
ず
視
結
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

そ
う
で
あ
り
な

が
ら
、
そ
の

ス
マ

ー
ト
な
制
式
化
の
裏
に
隠
さ
れ
た
、
あ
る
種
の
脆
弱
さ
が
感

じ
ら
れ
な
い
で
も
な
い
。

伎
に
木
書
の
主
題
で
あ
る
「
雨
京
制
度
」

を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
先
述
し

た
よ
う
に
大
き
く
二
つ
の
時
期
に
医
分
で
き
る
。
つ
ま
り
、
氷
勲
一文
年
に
北
京
を

設
置
し
て
か
ら
北
京
遷
都
ま
で
と
、

遷
都
以
後
明
末
ま
で
で
あ
る。

と
こ
ろ
で
、
前
者
の
過
渡
期
の
雨
京
の
吠
況
だ
が
、
著
者
は

「雨
京
制
度
」

な
ど
と
い
っ
て
、
あ
た
か
も
明
朝
嘗
局
、
か
一
つ

の
制
度
と
み
な
し
て
、

積
板
的

に
採
用
し
た
か
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。

留
時
の
状
勢
を
考
え
る
に
笛
た
っ

て、

少
し
親
貼
を
縫
え
て
み
よ
う
。

も
し
永

幾
元
年
に
北
一や
が
北
京
と
命
名
さ
れ
た
際
に、

そ
の
ま
ま
首
都
に
な

っ
て
お
れ

ば、

首
然
「
行
在」

と

「
監
園
」
の
制
度
な
ど
行
わ
れ
る
徐
地
は
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
仮
定
の
こ
と
で
、
現
買
に
は

「
靖
難

の
幾
」
後
の
北
方
の
混
鋭
や
、
宮
殿
の
問
題
等
か
ら
す
く
に
遷
都
が
で
き
な
い

の
は
事
貨
で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
を
移
す
に
ほ
ぼ
二
十
年
も
か
か

っ

た
と
い
う
の
は
、
徐
り
に
も
時
聞
を
費
し
す
ぎ
て
は
い
な
い
か
。
特
に
永
幾
七

年
以
後
、
永
側
関
帝
自
身
は
む
し
ろ
北
京
の
方
に
多
く
滞
在
し
て
お
り
、

そ
の
気

さ
え
あ
れ
ば
す
ぐ
に
で
も
賀
行
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
で
き
な
か

っ
た
の
は
何

ら
か
の
障
碍
が
あ

っ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

遷
都
に
射
す
る
根
強
い
反
針
で
あ
っ
た
。
、
氷
幾
帝
が
遜
都
の
意
志
を
表
明
す
る

た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
南
京
に
戻
っ
て
き
て
そ
の
地
の
官
僚
迷
の
同
意
を
得
ょ
う

と
し
た
こ
と
や
(
『
太
宗
貫
録
』
永
築
十
四
年
十
一
月
壬
寅
の
隙
)
、
遷
都
直
後

に
北
京
の
宮
殿
が
焼
失
し
た
時
、
南
京
に
都
を
戻
そ
う
と
い
う
動
き
が
活
経
化
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し
た
こ
と
〈
『園
権
』
永
幾
十
九
年
四
月
甲
辰
の
係
〉
は
、
そ
の
間
の
事
情
を

よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
著
者
が
第
七
章
で
論
述
し
た
「
行
在
」
と
「
監
園
」
の
制
度

は
、
決
し
て
南
京
制
度
な
ど
と
い
う
積
極
的
な
諮
問
債
が
奥
え
ら
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
過
渡
期
の
暫
定
的
な
措
置
で
あ
り
、
む
し
ろ
遷
都
が
す
ぐ

に
は
賓
行
で
き
な
い
た
め
に
と
ら
れ
た
窮
徐
の
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
著
者
の
よ
う
に
、
北
京
遜
都
期
に
お
け
る
南
京
の
役
割
り
を
た
だ
制
度
的

に
捉
え
、
こ
の
時
期
の
雨
京
こ
そ
最
も
有
数
的
に
機
能
し
た
と
述
べ
て
は
、
骨
同

時
の
賓
欣
を
十
分
に
侍
え
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
れ
が
第
一
の
問
題
黙
で

あ
る
。次
に
遜
都
後
の
爾
京
の
捉
え
方
だ
が
、
著
者
に
よ
る
と
「
北
京
は
北
で
防
禦

を
行
い
、
南
か
ら
の
食
糧
の
供
給
は
南
京
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
」
(
頁
一

四
五
)
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
明
朝
嘗
局
が
積
極
的
に
そ
の
よ
う

な
穂
制
を
確
立
し
た
か
の
よ
う
な
論
旨
に
な
っ
て
い
る
。
確
か
に
南
京
周
迭
は

南
直
線
と
命
名
さ
れ
、
北
京
と
同
様
六
部
を
始
め
と
し
て
中
央
官
艇
が
設
置
さ

れ
、
形
の
上
か
ら
は
南
北
雨
京
と
も
に
首
都
と
し
て
の
健
裁
を
持
っ
て
い
た
。

雨
京
で
従
事
す
る
官
僚
は
と
も
に
「
京
官
」
で
あ
っ
て
、
特
に
南
京
の
官
僚
は

「
南
京
官
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
の
、
雨
者
の
聞
に
身
分
上
の
優
劣
は
な
か
っ

た
。
(『
明
史
』
職
官
志
南
京
官
)
し
か
し
、
南
京
の
役
割
に
つ

い
て
の
著
者
の

説
明
は
、
北
京
の
説
明
ほ
ど
に
評
者
に
説
得
力
を
感
じ
さ
せ
な
い
の
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
南
の
生
産
地
待
で
あ
る
南
直
隷
は
、
一
態
南
京
の
管
轄
下
に
置
か

れ
て
い
た
。
こ
れ
は
経
済
先
進
地
を
、
直
接
中
央
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と

し
た
た
め
で
あ
る
と
著
者
は
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
地
で
従
事
す
る
南
京

官
に
劉
し
て
は
、
「
部
分
的
な
檎
力
だ
け
が
輿
え
ら
れ
、
名
目
だ
け
の
も
の
と

し
て
奉
仕
し
た
」
ハ
頁
一
四
四
〉
と
述
べ
、
そ
の
寅
務
上
の
存
夜
意
義
を
牢
ば

認
め
て
い
な
い
。
江
南
を
重
視
し
て
南
直
識
を
存
繍
さ
せ
て
お
き
な
が
ら
、
そ

の
地
を
支
配
す
る
南
京
官
は
名
血
官
官
だ
っ
た
と
述
べ
る
の
で
は
、
論
旨
に
矛
盾

を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
矛
盾
は
、
江
南
の
経
済
力
と

副
都
南
京
を
表
象
的
に
結
び
つ
け
た
こ
と
、
ご
く
常
識
的
に
捉
え
た
こ
と
に
起

因
し
て
い
る
。
著
者
の
念
頭
に
は
南
京
官
の
活
動
紋
況
な
ど
な
く
、
す
で
に
南

直
殺
を
残
し
た
こ
と
自
飽
そ
の
地
を
重
視
し
た
現
れ
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
そ

こ
が
生
産
地
帯
で
あ
る
か
ら
だ
、
と
い
う
一
つ
の
闘
式
が
暗
歎
の
う
ち
に
形
成

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
過
渡
期
の
雨
京
を

最
も
有
数
的
な
制
度
と
み
な
す
著
者
と
し
て
は
、
首
然
た
ど
り
つ
く
結
論
で
は

あ
る
。で
は
、
こ
の
論
旨
の
矛
盾
は
、
ど
の
よ
う
に
解
消
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
第
一
の
問
題
鮎
と
し
て
穆
げ
て
お
い
た
、
遜
都
反
封
勢
力
と
の
絡
み
を

取
り
上
げ
た
い
。
例
え
ば
嘗
時
い
か
に
反
射
の
撃
が
大
き
か
っ
た
か
は
、
永
築

帝
の
死
後
、
南
京
還
都
の
主
張
者
が
捌
聞
出
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら

の
意
見
に
則
っ
て
、
仁
宗
洪
照
帝
は
再
び
南
京
を
京
師
と
し
、
北
京
を
行
在
と

改
め
た
。
(
『
仁
宗
貫
録
』
洪
照
元
年
三
月
戊
戊
の
篠
)
同
時
に
北
京
に
は
「
行

部
」
と
い
う
も
の
を
設
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
か
つ
て
永
幾
帝
が
初
め
て
北
卒

を
北
京
と
命
名
し
た
際
に
、
六
部
の
出
張
機
関
と
し
て
設
置
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
行
部
は
副
都
の
中
心
機
闘
で
あ
り
、

洪
照
帝
が
こ
れ
を
再
び
北
京

に
置
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
南
京
に
都
を
迭
す
た
め
の
第

一
段
階
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
洪
阻
…
帝
が
わ
ず
か
半
年
徐
り
で
急
死
し
た
た
め
、
事

質
上
の
南
京
滋
都
は
賞
現
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
行
わ
れ
た
名
稽
の
上
で
の

副長
一史
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
据
え
置
か
れ
、
北
京
が
再
度
京
師
と
な
る
に
は
、
そ

れ
か
ら
ま
だ
十
六
年
の
年
月
を
費
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
(
『
英
宗

貫
録
』
正
統
六
年
十
一
月
甲
午
朔
の
傑
〉
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要
す
る
に
、
永
幾
帝
の
北
京
遷
都
断
行
に
は
相
笛
な
抵
抗
が
あ
っ
た
わ
け

で
、
そ
れ
も
哲
都
南
京
を
中
心
と
し
た
江
南
近
法
が
最
も
強
か

っ
た
。
な
ぜ
な

ら
、
江
南
こ
そ
明
王
朝
成
立
の
基
鉱
と
な
っ
た
地
域
で
あ
り
、
官
僚
機
構
の
商

で
も
、
首
地
出
身
者
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
地
主
階
級

で
あ
り
、
自
身
の
利
中
古
か
ら
遷
都
反
針
の
方
向
に
向
か
う
の
は
、
世
田
然
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

ま
た
、
氷
幾
帝
自
身
が
、
纂
奪
と
い
う
非
合
法
な
手
段
に
よ
っ
て
即
位
し
て
い

る
た
め
、
南
京
側
の
も
の
に
は
、
帝
に
削
到
す
る

反
援
も
根
強
く
存
在
し
て
い

た
。
そ
の
よ
う
な
情
勢
を
無
税
し
て
ま
で
遜
都
を
行
え
ば
、
閣
内
に
不
安
定
な

欣
態
を
制
限
し
出
す
恐
れ
も
あ
っ
た
。
何
よ
り
も
、
江
南
は
天
下
の
妥
所
で
あ

り
、
図
家
の
存
命
が
そ
の
地
の
経
済
力
に
か
か
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、世田
地
の

混
飢
だ
け
は
是
非
と
も
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。

結
局
こ
う
い
っ
た
欣
況
で
取
ら
れ
た
措
監
が
、
南
直
殺
と
南
京
官
の
存
績
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
南
京
を
北
京
と
全
く
同
じ
形
に
し
て
残
し
、

江
南
の
遷
都
反
針
勢
力
の
矛
先
を
そ
ら
そ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
南
京
を
重

現
し
て
い
る
と
い
う
ポ
ー
ズ
を
取
る
こ
と
で
、

一
種
彼
ら
を
懐
柔
し
た
と
思
わ

れ
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
目
的
で
残
さ
れ
た
南
京
官
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
職
掌
は
あ
く
ま
で
も
南
直
線
内
に
留
ま
り
、
し
か
も
多
分
に
名
答
官

的
な
傾
向
が
強
め
ら
れ
た
。
南
京
を
副
都
と
し
て
存
績
さ
せ
、
し
か
も
南
京
官

と
い
う
中
央
官
腕
ま
が
い
の
も
の
を
残
し
た
こ
と
は
、
著
者
の
言
う
よ
う
に
、

江
南
地
帯
を
直
接
把
握
す
る
こ
と
に
重
貼
を
置
い
た
た
め
で
は
な
く
、
む
し
ろ

そ
の
地
の
人
心
を
収
撹
し
、

安
定
化
を
附
る
た
め
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
た

と
え
制
宗
の
地
を
持
ぶ
意
同
が
台
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
南
京
官
は
い
わ
ば

北
京
溢
都
の
落
と
し
子
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
著
者
が
「
雨
京
制
度
」

の
費
用
面
で
の
放
果
を
強
調
し

て
、
積
極
的
に
評
倒
し
た
の
に
射
し
、
評
者
は
そ
の
面
で
は
消
極
的
な
立
場
を

と
っ
た
。
遷
都
以
前
の
雨
京
制
度
は
、
す
ぐ
に
遷
都
が
で
き
な
い
た
め
の
暫
定

的
な
措
置
で
あ
り
、

ま
た
遷
都
以
後
も
遜
都
反
射
勢
力
を
懐
柔
す
る
た
め
に
、

外
見
上
で
は
北
京
と
同
格
の
南
京
を
併
置
し
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

評
者
が
強
調
し
た
か
っ
た
の
は
、

著
者
が
遷
都
問
題
を
考
え
る
に
笛
た
っ

て、

全
く
と
い

っ
て
よ
い
ほ
ど
無
視
し
て
い
る

「
輿
論
」
の
動
き
で
あ
っ
た
。

こ
の
輿
論
は
、
先
に
も
少
し
網
れ
た
が
、
江
南
の
地
主
階
級
の
立
場
を
一示
す
も

の
で
あ
り
、

ま
た
遜
都
時
に
急
に
高
ま
っ

た
の
で
は
な
く
、
そ
の
淵
源
は
恐
ら

く
王
朝
創
設
の
段
階
に
ま
で
遡

っ
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
と
え
ば
洪
武
朝
に
お

い
て
、
北
へ
の
遷
都
が
断
念
さ
れ
た
の
も
、
車
に
統

一
直
後
の
経
済
事
情
か
ら

だ
け
で
な
く
、
彼
ら
江
南
の
地
主
階
級
の
有
形
無
形
の
力
、か
大
き
く
作
用
し
て

い
た
。
こ
の
貼
に
つ

い
て
は
、

追
っ
て
評
者
な
り
の
考
え
を
別
の
機
曾
に
愛
表

し
た
い
。
と
り
あ
え
ず
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
本来田
は
南
京
か
ら
北
京

へ
の
移

行
を
、
常
に
封
外
的
(
北
方
防
衛
等
)
な
問
題
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
針
内
的

な
も
の
か
飲
如
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
北
方
防
術
と
い
う
問
題
は
、
非
常
に
重
要
な
要
素
で
は
あ
る
。
だ

が
、
著
者
が
特
別
に
明
初
の
枇
禽
に
専
今
午
J

る
と
い
う
の
な
ら
ば
、
明
王
朝
の

成
立
欣
況
の
特
異
性
に
こ
そ
、
も
う
少
し
目
を
向
け
て
も
よ
か

っ
た
の
で
は
な

い
か
。
明
王
朝
は
初
め
て
南
か
ら
興
っ
た
王
朝
だ
と
い
う
常
套
語
を
、
単
に
言

葉
と
感
覚
の
上
で
の
納
得
に
留
め
ず
、
こ
の
際
徹
底
的
に
分
析
し
て
み
る
必
要

が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
明
王
朝
が
南
か
ら
輿
り
、
南
に
都
を
置
い
た

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り
の
必
然
性
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
結
果
生

ま
れ
た
も
の
は
、
政
治
・

経
済
等
の
面
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
南
に
基
盤
を
盤

い
た
王
朝
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
吠
況
の
中
で
、
政
治
的
中
心
を
北
に
移
す
こ

と
は
、

翠
に
首
都
の
移
動
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
内
部
に
大
純
換
を
強
い
る
こ
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と
に
な
っ
た
。
大
運
河
を
開
墾
し
て
、
南
の
経
済
力
を
北
に
集
中
さ
せ
た
こ
と

な
ど
、
そ
の
よ
い
例
で
あ
ろ
う
。
先
に
述
べ
た
「
輿
論
」
も
、
こ
の
大
穂
換
に

針
す
る
反
設
、
換
言
す
れ
ば
南
の
利
盆
を
代
表
す
る
立
場
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
、
北
方
防
衛
と
は
全
く
違
っ
た
次
元
で
、
遜
都
問
題
の
一

側

面
を
表
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
朝
嘗
局
が
江
南
地
静
を
重
視
し
た
こ
と
は
、

遷
都
以
前
も
以
後
も
鑓
わ
り
は
な
か
っ
た
。
た
だ
そ
こ
に
輿
論
と
い
う
要
素
を

加
え
る
か
ど
う
か
で
、
「
雨
京
制
度
」
の
意
義
づ
け
も
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
、

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

評
者
の
能
力
不
足
か
ら
、
著
者
の
意
闘
を
曲
解
し
て
い
る
個
所
も
存
在
す
る

か
と
思
わ
れ
る
。

著
者
な
ら
び
に
大
か
た
の
御
寛
恕
を
乞
い
た
い
。
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付

記
本
書
評
を
本
誌
に
寄
稿
し
た
直
後
、
細
野
浩
二
氏
か
ら
御
自
身
の
研
究
設
表

の
レ
ジ
ュ
メ
を
お
迭
り
い
た
だ
い
た
。
氏
が
か
つ
て
昭
和
四
十
五
年
に
、
早
大

史国
字
曾
の
席
上
で
報
告
さ
れ
た
明
初
の
京
師
問
題
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。
同

問
題
に
つ
い
て
は
、
氏
は
昨
年
(
昭
和
五
十
二
年
)
の
東
洋
史
研
究
大
曾
で
も

報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
に
は
本
書
評
で
取
り
上
げ
た
南
京
官
に
は
言
及

さ
れ
な
か
っ
た
。
従
っ

て
、
こ
の
た
び
の
レ
ジ

ュ
メ
で
は
じ
め
て
氏
の
南
京
官

に
封
す
る
考
え
を
知
っ
た
わ
け
だ
が、

そ
の
大
筋
に
お
い
て
、
本
書
評
で
述
べ

た
見
通
し
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
よ
う
だ
。
私
の
不
勉
強
ゆ
え
に
、
本
書
評
は
氏
の

報
告
を
全
く
無
視
し
た
形
に
な
っ
た
。
最
後
に
付
記
し
て
責
め
を
負
い
た
い
と

思
う
。

(

値

上

寛

)
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